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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザー光を発光する発光部と、
　前記発光部に所定の電圧で電力を供給する電力供給部と、
　所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧で、前記所
定期間において、前記発光部に電力を供給するように前記電力供給部を制御する制御部と
、
　前記発光部により発光される発光量を測定する発光量測定部と、
　前記電力供給部が前記発光部へと供給する供給電力の電圧と、前記発光量測定部により
測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶部と、
　前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データにお
ける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定部と、
　前記制御部が、前記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力
を供給するように前記電力供給部を制御するとき、前記発光部に供給される電力の、それ
ぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光量を記憶する調整記憶
部とを含み、
　前記制御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記
画像データのピーク発光量に対応する電圧として前記推定部により推定された電圧で、前
記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御し、
　前記実測記憶部において、前記推定部により、前記発光部のピーク発光量に対応する電
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圧を十分に推定することができる実測結果が記憶されていない場合、前記制御部は、前記
調整記憶部に記憶されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データの
ピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するよ
うに、前記電力供給部を制御する
　画像出力装置。
【請求項２】
　前記調整記憶部は、前記制御部が、起動時に、最低電圧から最高電圧まで、所定の電圧
間隔で前記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給する
ように前記電力供給部を制御するとき、前記発光部に供給される電力の、それぞれの電圧
に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光量を記憶する
　請求項１に記載の画像出力装置。
【請求項３】
　前記調整記憶部は、前記制御部が、所定の時間間隔毎に、最低電圧から最高電圧まで、
所定の電圧間隔で前記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力
を供給するように前記電力供給部を制御するように繰り返すとき、前記発光部に供給され
る電力の、それぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光量を繰
り返し記憶し、
　前記制御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、前記調整記憶部に記憶されてい
る発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する、
直近に記憶された電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように、
前記電力供給部を制御する
　請求項１に記載の画像出力装置。
【請求項４】
　前記画像データに基づいて、前記発光部で発光される強度に対応付けて、前記発光部に
供給される電流値を設定する電流値設定部をさらに含む
　請求項１に記載の画像出力装置。
【請求項５】
　前記発光部は、レーザーダイオードである
　請求項１に記載の画像出力装置。
【請求項６】
　レーザー光を発光する発光処理をし、
　前記発光処理をするために所定の電圧で電力を供給する電力供給処理をし、
　所定期間の画像データにおける、前記発光処理によるピーク発光量に対応する電圧で、
前記所定期間において、前記発光処理をするための電力を供給するように前記電力供給処
理を制御する制御処理をし、
　前記発光処理により発光される発光量を測定する発光量測定処理をし、
　前記電力供給処理において前記発光処理で必要な供給電力の電圧と、前記発光量測定処
理により測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶処理をし、
　前記実測記憶処理で記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データに
おける、前記発光処理のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定処理をし、
　前記制御処理が、前記発光処理に必要な電力の電圧を変化させながら、前記発光処理に
必要な電力を供給するように前記電力供給処理のステップを制御するとき、前記発光処理
に必要な電力の、それぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定処理により測定される発
光量を記憶する調整記憶処理をするステップを含み、
　前記制御処理は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前
記画像データのピーク発光量に対応する電圧として前記推定処理により推定された電圧で
、前記所定期間において、前記発光処理に必要な電力を供給するように、前記電力供給処
理を制御し、
　前記実測記憶処理において、前記推定処理により、前記発光処理によるピーク発光量に
対応する電圧を十分に推定することができる実測結果が記憶されていない場合、前記制御
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処理は、前記調整記憶処理により記憶されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間
の前記画像データのピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光処
理に電力を供給するように、前記電力供給処理を制御する
　画像出力装置の動作方法。
【請求項７】
　レーザー光を発光する発光ステップと、
　前記発光ステップの処理をするために所定の電圧で電力を供給する電力供給ステップと
、
　所定期間の画像データにおける、前記発光ステップの処理によるピーク発光量に対応す
る電圧で、前記所定期間において、前記発光ステップの処理をするための電力を供給する
ように前記電力供給ステップの処理を制御する制御ステップと、
　前記発光ステップの処理により発光される発光量を測定する発光量測定ステップと、
　前記電力供給ステップの処理が前記発光ステップの処理のために供給する供給電力の電
圧と、前記発光量測定ステップの処理により測定された発光量とを対応付けて実測結果と
して記憶する実測記憶ステップと、
　前記実測記憶ステップの処理により記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間
の画像データにおける、前記発光ステップの処理でのピーク発光量に対応する電圧を推定
する推定ステップと、
　前記制御ステップの処理が、前記発光ステップの処理のために供給する電力の電圧を変
化させながら、前記発光ステップの処理の電力を供給するように前記電力供給ステップの
処理を制御するとき、前記発光ステップの処理のために供給される電力の、それぞれの電
圧に対応づけて、前記発光量測定ステップの処理により測定される発光量を記憶する調整
記憶ステップとを含む処理をコンピュータに実行させ、
　前記制御ステップの処理は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所
定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する電圧として前記推定ステップの処理に
より推定された電圧で、前記所定期間において、前記発光ステップの処理のための電力を
供給するように、前記電力供給ステップの処理を制御し、
　前記実測記憶ステップの処理において、前記推定ステップの処理により、前記発光ステ
ップの処理でのピーク発光量に対応する電圧を十分に推定することができる実測結果が記
憶されていない場合、前記制御ステップの処理は、前記調整記憶ステップの処理で記憶さ
れている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応
する電圧で、前記所定期間において、前記発光ステップの処理に必要とされる電力を供給
するように、前記電力供給部を制御する
　プログラム。
【請求項８】
　レーザー光を発光する発光部と、
　前記発光部に所定の電圧で電力を供給する電力供給部と、
　前記発光部により発光される発光量を測定する発光量測定部とを少なくとも接続する電
子回路であって、
　所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧で、前記所
定期間において、前記発光部に電力を供給するように前記電力供給部を制御する制御部と
、
　前記電力供給部が前記発光部へと供給する供給電力の電圧と、前記発光量測定部により
測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶部と、
　前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、所定期間の画像データにおける
、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定部と、
　前記制御部が、前記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力
を供給するように前記電力供給部を制御するとき、前記発光部に供給される電力の、それ
ぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光量を記憶する調整記憶
部とを含み、
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　前記制御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記
画像データのピーク発光量に対応する電圧として前記推定部により推定された電圧で、前
記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御し、
　前記実測記憶部において、前記推定部により、前記発光部のピーク発光量に対応する電
圧を十分に推定することができる実測結果が記憶されていない場合、前記制御部は、前記
調整記憶部に記憶されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データの
ピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するよ
うに、前記電力供給部を制御する
　電子回路。
【請求項９】
　レーザー光を発光する発光部と、
　前記発光部に所定の電圧で電力を供給する電力供給部と、
　所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧で、前記所
定期間において、前記発光部に電力を供給するように前記電力供給部を制御する制御部と
、
　前記発光部により発光される発光量を測定する発光量測定部と、
　前記電力供給部が前記発光部へと供給する供給電力の電圧と、前記発光量測定部により
測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶部と、
　前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データにお
ける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定部と、
　前記制御部が、前記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力
を供給するように前記電力供給部を制御するとき、前記発光部に供給される電力の、それ
ぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光量を記憶する調整記憶
部とを含み、
　前記制御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記
画像データのピーク発光量に対応する電圧として前記推定部により推定された電圧で、前
記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御し、
　前記実測記憶部において、前記推定部により、前記発光部のピーク発光量に対応する電
圧を十分に推定することができる実測結果が記憶されていない場合、前記制御部は、前記
調整記憶部に記憶されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データの
ピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するよ
うに、前記電力供給部を制御する
　電子機器。
【請求項１０】
　レーザー光を発光する発光部と、
　前記発光部に所定の電圧で電力を供給する電力供給部と、
　所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧で、前記所
定期間において、前記発光部に電力を供給するように前記電力供給部を制御する制御部と
、
　前記発光部により発光される発光量を測定する発光量測定部と、
　前記電力供給部が前記発光部へと供給する供給電力の電圧と、前記発光量測定部により
測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶部と、
　前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データにお
ける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定部と、
　前記発光部の出力電圧を測定する出力電圧測定部と、
　前記制御部が、前記出力電圧測定部により測定される出力電圧が変化するように、前記
発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給するように前記
電力供給部を制御するとき、前記出力電圧測定部により測定される出力電圧の、それぞれ
の出力電圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光量を記憶する調整記憶
部とを含み、
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　前記制御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記
画像データのピーク発光量に対応する電圧として前記推定部により推定された電圧で、前
記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御し、
　前記実測記憶部において、前記推定部により、前記発光部のピーク発光量に対応する電
圧を十分に推定することができる実測結果が記憶されていない場合、前記制御部は、前記
所定期間の画像データを読み込み、前記調整記憶部に記憶されている発光量のうち、読み
込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する出力電圧で、前記所定期
間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御する
　画像出力装置。
【請求項１１】
　前記調整記憶部は、前記制御部が、所定の時間間隔毎に、最低電圧から最高電圧まで、
前記出力電圧測定部により測定される出力電圧が変化するように、所定の電圧間隔で前記
発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給するように前記
電力供給部を制御するように繰り返すとき、前記それぞれの出力電圧に対応づけて、前記
発光量測定部により測定される発光量を繰り返し記憶し、
　前記制御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、前記調整記憶部に記憶されてい
る発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する、
直近に記憶された出力電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するよう
に、前記電力供給部を制御する
　請求項１０に記載の画像出力装置。
【請求項１２】
　レーザー光を発光する発光部と、
　前記発光部に所定の電圧で電力を供給する電力供給部と、
　所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧で、前記所
定期間において、前記発光部に電力を供給するように前記電力供給部を制御する制御部と
、
　前記発光部により発光される発光量を測定する発光量測定部と、
　前記電力供給部が前記発光部へと供給する供給電力の電圧と、前記発光量測定部により
測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶部と、
　前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データにお
ける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定部と、
　前記制御部が、起動時に、最低電圧から最高電圧まで、所定の電圧間隔で、前記発光部
に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給するように前記電力供
給部を制御するとき、前記発光部に供給される電力の、それぞれの電圧に対応づけて、前
記発光量測定部により測定される発光量を記憶する調整記憶部とを含み、
　前記推定部は、前記調整記憶部に記憶されている情報、および前記実測記憶部に記憶さ
れている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク
発光量に対応する電圧を推定し、
　前記制御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記
画像データのピーク発光量に対応する電圧として前記推定部により推定された電圧で、前
記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御する
　画像出力装置。
【請求項１３】
　レーザー光を発光する発光部と、
　前記発光部に所定の電圧で電力を供給する電力供給部と、
　前記発光部により発光される発光量を測定する発光量測定部と、
　前記発光部の出力電圧を測定する出力電圧測定部とを少なくとも接続する電子回路であ
って、
　所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧で、前記所
定期間において、前記発光部に電力を供給するように前記電力供給部を制御する制御部と



(6) JP 6083193 B2 2017.2.22

10

20

30

40

50

、
　前記電力供給部が前記発光部へと供給する供給電力の電圧と、前記発光量測定部により
測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶部と、
　前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、所定期間の画像データにおける
、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定部と、
　前記実測記憶部において、前記推定部により、前記発光部のピーク発光量に対応する電
圧を十分に推定することができる実測結果が記憶されていない場合、前記制御部が、前記
出力電圧測定部により測定される出力電圧が変化するように、前記発光部に供給する電力
の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給するように前記電力供給部を制御する
とき、前記出力電圧測定部により測定される出力電圧の、それぞれの出力電圧に対応づけ
て、前記発光量測定部により測定される発光量を記憶する調整記憶部とを含み、
　前記制御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記
画像データのピーク発光量に対応する電圧として前記推定部により推定された電圧で、前
記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御し、
　前記実測記憶部において、前記推定部により、前記発光部のピーク発光量に対応する電
圧を十分に推定することができる実測結果が記憶されていない場合、前記制御部は、前記
所定期間の画像データを読み込み、前記調整記憶部に記憶されている発光量のうち、読み
込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する出力電圧で、前記所定期
間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御する
　電子回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、画像出力装置および画像出力装置の動作方法、電子回路、電子機器、並びに
プログラムに関し、特に、プロジェクション装置を低電力化できるようにした画像出力装
置および画像出力装置の動作方法、電子回路、電子機器、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ピコプロジェクション装置と呼ばれる小型のレーザー光源を用いて画像を投影して表示
する投影型の表示装置が提案されている。
【０００３】
　このピコプロジェクション装置を実現するために、様々な光源が提案されている（例え
ば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－０６９８５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、ピコプロジェクション装置は、装置構成そのものが小型のものが多く、従っ
て、動作に必要とされる電力を供給する電源も大きなものを採用することが難しかった。
特に、モバイル機器に搭載する様な場合、電源の容量には限りがあるため、ピコプロジェ
クション装置の消費電力を低減させる必要があった。
【０００６】
　また、ピコプロジェクション装置を実現させるには、比較的光量の大きな光源が必要に
なることから、発光に伴って、発熱量も大きくなるため、ファンなどの放熱装置を構成に
加えることにより、装置が大型化し、消費電力が大きくなってしまうことがあった。
【０００７】
　さらに、ピコプロジェクション装置に必要とされる光源の光量は、画像に応じて変化す
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るものであるが、画像に応じて光源に印加される電圧は、全画像に対する必要最大発光量
に応じたものに設定されているため、本来必要な発光量以上の出力電圧が印可されること
により不要な電力が消費されていた。
【０００８】
　本技術は、このような状況に鑑みてなされたものであり、特に、投影型の表示装置にお
ける光源を発光させるにあたり、フレーム単位などの所定の期間ごとにピーク発光量を求
めて、そのピーク発光量に応じた出力電圧を設定することにより、過剰な電圧での光源の
印可を抑制し、光源での消費電力を低減させるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本技術の第１の側面の画像出力装置は、レーザー光を発光する発光部と、前記発光部に
所定の電圧で電力を供給する電力供給部と、所定期間の画像データにおける、前記発光部
のピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給する
ように前記電力供給部を制御する制御部と、前記発光部により発光される発光量を測定す
る発光量測定部と、前記電力供給部が前記発光部へと供給する供給電力の電圧と、前記発
光量測定部により測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶部と
、前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データにお
ける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定部と、前記制御部が、前
記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給するように前
記電力供給部を制御するとき、前記発光部に供給される電力の、それぞれの電圧に対応づ
けて、前記発光量測定部により測定される発光量を記憶する調整記憶部とを含み、前記制
御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記画像デー
タのピーク発光量に対応する電圧として前記推定部により推定された電圧で、前記所定期
間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御し、前記制御処
理が、前記発光処理に必要な電力の電圧を変化させながら、前記発光処理に必要な電力を
供給するように前記電力供給処理のステップを制御するとき、前記発光処理に必要な電力
の、それぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定処理により測定される発光量を記憶す
る調整記憶処理をするステップを含み、前記制御処理は、前記所定期間の画像データを読
み込み、読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する電圧として
前記推定処理により推定された電圧で、前記所定期間において、前記発光処理に必要な電
力を供給するように、前記電力供給処理を制御し、前記実測記憶処理において、前記推定
処理により、前記発光処理によるピーク発光量に対応する電圧を十分に推定することがで
きる実測結果が記憶されていない場合、前記制御処理は、前記調整記憶処理により記憶さ
れている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応
する電圧で、前記所定期間において、前記発光処理に電力を供給するように、前記電力供
給処理を制御する。
【００１０】
　前記制御部が、前記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力
を供給するように前記電力供給部を制御するとき、前記発光部に供給される電力の、それ
ぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光量を記憶する調整記憶
部とをさらに含ませるようにすることができ、前記制御部には、前記実測記憶部において
、前記推定部により、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を十分に推定することが
できる実測結果が記憶されていない場合、前記所定期間の画像データを読み込ませ、前記
調整記憶部に記憶されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データの
ピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するよ
うに、前記電力供給部を制御させるようにすることができる。
【００１１】
　前記調整記憶部には、前記制御部が、起動時に、最低電圧から最高電圧まで、所定の電
圧間隔で前記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給す
るように前記電力供給部を制御するとき、前記発光部に供給される電力の、それぞれの電



(8) JP 6083193 B2 2017.2.22

10

20

30

40

50

圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光量を記憶させるようにすること
ができる。
【００１２】
　前記調整記憶部には、前記制御部が、所定の時間間隔毎に、最低電圧から最高電圧まで
、所定の電圧間隔で前記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電
力を供給するように前記電力供給部を制御するように繰り返すとき、前記発光部に供給さ
れる電力の、それぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光量を
繰り返し記憶させ、前記制御部には、前記所定期間の画像データを読み込み、前記調整記
憶部に記憶されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク
発光量に対応する、直近に記憶された電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力
を供給するように、前記電力供給部を制御させることができる。
【００１３】
　前記発光部の出力電圧を測定する出力電圧測定部をさらに含ませるようにすることがで
き、前記制御部が、前記出力電圧測定部により測定される出力電圧が変化するように、前
記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給するように前
記電力供給部を制御するとき、前記出力電圧測定部により測定される出力電力の、それぞ
れの出力電圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光量を記憶する調整記
憶部とをさらに含ませるようにすることができ、前記制御部には、前記実測記憶部におい
て、前記推定部により、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を十分に推定すること
ができる実測結果が記憶されていない場合、前記所定期間の画像データを読み込み、前記
調整記憶部に記憶されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データの
ピーク発光量に対応する出力電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給す
るように、前記電力供給部を制御させるようにすることができる。
【００１４】
　前記調整記憶部には、前記制御部が、所定の時間間隔毎に、最低電圧から最高電圧まで
、前記出力電圧測定部により測定される出力電圧が変化するように、所定の電圧間隔で前
記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給するように前
記電力供給部を制御するように繰り返すとき、前記それぞれの出力電圧に対応づけて、前
記発光量測定部により測定される発光量を繰り返し記憶させ、前記制御部には、前記所定
期間の画像データを読み込ませ、前記調整記憶部に記憶されている発光量のうち、読み込
んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する、直近に記憶された出力電
圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制
御させるようにすることができる。
【００１６】
　前記制御部が、起動時に、最低電圧から最高電圧まで、所定の電圧間隔で、前記発光部
に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給するように前記電力供
給部を制御するとき、前記発光部に供給される電力の、それぞれの電圧に対応づけて、前
記発光量測定部により測定される発光量を記憶する調整記憶部とをさらに含ませるように
することができ、前記推定部には、前記調整器億部に記憶されている情報、および前記実
測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データにおける、前
記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定させるようにすることができ、前記制御部
には、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記画像データ
のピーク発光量に対応する電圧として前記推定部により推定された電圧で、前記所定期間
において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御させるようにする
ことができる。
【００１７】
　前記画像データに基づいて、前記発光部で発光される強度に対応付けて、前記発光部に
供給される電流値を設定する電流値設定部をさらに含ませるようにすることができる。
【００１８】
　前記発光部は、レーザーダイオードとすることができる。
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【００１９】
　本技術の第１の側面の画像出力装置の動作方法は、レーザー光を発光する発光処理をし
、前記発光処理をするために所定の電圧で電力を供給する電力供給処理をし、所定期間の
画像データにおける、前記発光処理によるピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間
において、前記発光処理をするための電力を供給するように前記電力供給処理を制御する
制御処理をし、前記発光処理により発光される発光量を測定する発光量測定処理をし、前
記電力供給処理において前記発光処理で必要な供給電力の電圧と、前記発光量測定処理に
より測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶処理をし、前記実
測記憶処理で記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データにおける、
前記発光処理のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定処理をするステップを含み、
前記制御処理のステップは、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定
期間の前記画像データのピーク発光量に対応する電圧として前記推定処理により推定され
た電圧で、前記所定期間において、前記発光処理に必要な電力を供給するように、前記電
力供給処理を制御するステップを含む。
【００２０】
　本技術の第１の側面のプログラムは、レーザー光を発光する発光ステップと、前記発光
ステップの処理をするために所定の電圧で電力を供給する電力供給ステップと、所定期間
の画像データにおける、前記発光ステップの処理によるピーク発光量に対応する電圧で、
前記所定期間において、前記発光ステップの処理をするための電力を供給するように前記
電力供給ステップの処理を制御する制御ステップと、前記発光ステップの処理により発光
される発光量を測定する発光量測定ステップと、前記電力供給ステップの処理が前記発光
ステップの処理のために供給する供給電力の電圧と、前記発光量測定ステップの処理によ
り測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶ステップと、前記実
測記憶ステップの処理により記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像デ
ータにおける、前記発光ステップの処理でのピーク発光量に対応する電圧を推定する推定
ステップと、前記制御ステップの処理が、前記発光ステップの処理のために供給する電力
の電圧を変化させながら、前記発光ステップの処理の電力を供給するように前記電力供給
ステップの処理を制御するとき、前記発光ステップの処理のために供給される電力の、そ
れぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定ステップの処理により測定される発光量を記
憶する調整記憶ステップとを含む処理をコンピュータに実行させ、前記制御ステップの処
理は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記画像データ
のピーク発光量に対応する電圧として前記推定ステップの処理により推定された電圧で、
前記所定期間において、前記発光ステップの処理のための電力を供給するように、前記電
力供給ステップの処理を制御し、前記実測記憶ステップの処理において、前記推定ステッ
プの処理により、前記発光ステップの処理でのピーク発光量に対応する電圧を十分に推定
することができる実測結果が記憶されていない場合、前記制御ステップの処理は、前記調
整記憶ステップの処理で記憶されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画
像データのピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光ステップの
処理に必要とされる電力を供給するように、前記電力供給部を制御する。
【００２１】
　本技術の第１の側面の電子回路は、レーザー光を発光する発光部と、前記発光部に所定
の電圧で電力を供給する電力供給部と、前記発光部により発光される発光量を測定する発
光量測定部とを少なくとも接続する電子回路であって、所定期間の画像データにおける、
前記発光部のピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力
を供給するように前記電力供給部を制御する制御部と、前記電力供給部が前記発光部へと
供給する供給電力の電圧と、前記発光量測定部により測定された発光量とを対応付けて実
測結果として記憶する実測記憶部と、前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づい
て、所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定す
る推定部と、前記制御部が、前記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発
光部に電力を供給するように前記電力供給部を制御するとき、前記発光部に供給される電
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力の、それぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光量を記憶す
る調整記憶部とを含み、前記制御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込ん
だ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する電圧として前記推定部により
推定された電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電
力供給部を制御し、前記実測記憶部において、前記推定部により、前記発光部のピーク発
光量に対応する電圧を十分に推定することができる実測結果が記憶されていない場合、前
記制御部は、前記調整記憶部に記憶されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の
前記画像データのピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光部に
電力を供給するように、前記電力供給部を制御する。
【００２５】
　本技術の第１の側面の電子機器は、レーザー光を発光する発光部と、前記発光部に所定
の電圧で電力を供給する電力供給部と、所定期間の画像データにおける、前記発光部のピ
ーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するよう
に前記電力供給部を制御する制御部と、前記発光部により発光される発光量を測定する発
光量測定部と、前記電力供給部が前記発光部へと供給する供給電力の電圧と、前記発光量
測定部により測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶部と、前
記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データにおける
、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定部と、前記制御部が、前記発
光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給するように前記電
力供給部を制御するとき、前記発光部に供給される電力の、それぞれの電圧に対応づけて
、前記発光量測定部により測定される発光量を記憶する調整記憶部とを含み、前記制御部
は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記画像データの
ピーク発光量に対応する電圧として前記推定部により推定された電圧で、前記所定期間に
おいて、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御し、前記実測記憶部
において、前記推定部により、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を十分に推定す
ることができる実測結果が記憶されていない場合、前記制御部は、前記調整記憶部に記憶
されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対
応する電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供
給部を制御する。
　本技術の第１の側面においては、発光部により、レーザー光が発光され、電力供給部に
より、前記発光部に所定の電圧で電力が供給され、制御部により、所定期間の画像データ
における、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発
光部に電力が供給されるように前記電力供給部が制御され、発光量測定部により、前記発
光部により発光される発光量が測定され、実測記憶部により、前記電力供給部が前記発光
部へと供給する供給電力の電圧と、前記発光量測定部により測定された発光量とが対応付
けて実測結果として記憶され、推定部により、前記実測記憶部に記憶されている実測結果
に基づいて、前記所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応する
電圧が推定され、調整記憶部により、前記制御部により、前記発光部に供給する電力の電
圧を変化させながら、前記発光部に電力が供給されるように前記電力供給部が制御される
とき、前記発光部に供給される電力の、それぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定部
により測定される発光量が記憶され、前記制御部により、前記所定期間の画像データが読
み込まれ、読み込まれた前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する電圧と
して前記推定部により推定された電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力が供
給されるように、前記電力供給部が制御され、前記実測記憶部により、前記推定部により
、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を十分に推定することができる実測結果が記
憶されていない場合、前記制御部には、前記調整記憶部に記憶されている発光量のうち、
読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期
間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部が制御される。
　本技術の第２の側面の画像出力装置は、レーザー光を発光する発光部と、前記発光部に
所定の電圧で電力を供給する電力供給部と、所定期間の画像データにおける、前記発光部



(11) JP 6083193 B2 2017.2.22

10

20

30

40

50

のピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給する
ように前記電力供給部を制御する制御部と、前記発光部により発光される発光量を測定す
る発光量測定部と、前記電力供給部が前記発光部へと供給する供給電力の電圧と、前記発
光量測定部により測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶部と
、前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データにお
ける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定部と、前記発光部の出力
電圧を測定する出力電圧測定部と、前記制御部が、前記出力電圧測定部により測定される
出力電圧が変化するように、前記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発
光部に電力を供給するように前記電力供給部を制御するとき、前記出力電圧測定部により
測定される出力電圧の、それぞれの出力電圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定
される発光量を記憶する調整記憶部とを含み、前記制御部は、前記所定期間の画像データ
を読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する電圧と
して前記推定部により推定された電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供
給するように、前記電力供給部を制御し、前記実測記憶部において、前記推定部により、
前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を十分に推定することができる実測結果が記憶
されていない場合、前記制御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、前記調整記憶
部に記憶されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発
光量に対応する出力電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように
、前記電力供給部を制御する。
　前記調整記憶部には、前記制御部が、所定の時間間隔毎に、最低電圧から最高電圧まで
、前記出力電圧測定部により測定される出力電圧が変化するように、所定の電圧間隔で前
記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給するように前
記電力供給部を制御するように繰り返すとき、前記それぞれの出力電圧に対応づけて、前
記発光量測定部により測定される発光量を繰り返し記憶させ、前記制御部には、前記所定
期間の画像データを読み込み、前記調整記憶部に記憶されている発光量のうち、読み込ん
だ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する、直近に記憶された出力電圧
で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御
させるようにすることができる。
　本技術の第２の側面においては、発光部によりレーザー光が発光されると、電力供給部
により、前記発光部に所定の電圧で電力が供給され、制御部により、所定期間の画像デー
タにおける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記
発光部に電力が供給されるように前記電力供給部が制御され、発光量測定部により、前記
発光部により発光される発光量が測定され、実測記憶部により、前記電力供給部が前記発
光部へと供給する供給電力の電圧と、前記発光量測定部により測定された発光量とが対応
付けて実測結果として記憶され、推定部により、前記実測記憶部に記憶されている実測結
果に基づいて、前記所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応す
る電圧が推定され、出力電圧測定部により、前記発光部の出力電圧を測定すると、調整記
憶部により、前記制御部により、前記出力電圧測定部により測定される出力電圧が変化さ
れるように、前記発光部に供給する電力の電圧が変化されながら、前記発光部に電力が供
給されるように前記電力供給部が制御されるとき、前記出力電圧測定部により測定される
出力電圧の、それぞれの出力電圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光
量が記憶され、前記制御部において、前記所定期間の画像データが読み込まれ、読み込ま
れた前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応する電圧として前記推定部によ
り推定された電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力が供給されるように、前
記電力供給部が制御され、前記実測記憶部において、前記推定部により、前記発光部のピ
ーク発光量に対応する電圧を十分に推定することができる実測結果が記憶されていない場
合、前記制御部により、前記所定期間の画像データが読み込まれ、前記調整記憶部に記憶
されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対
応する出力電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力が供給されるように、前記
電力供給部が制御される。
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　本技術の第３の側面の画像出力装置は、レーザー光を発光する発光部と、前記発光部に
所定の電圧で電力を供給する電力供給部と、所定期間の画像データにおける、前記発光部
のピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給する
ように前記電力供給部を制御する制御部と、前記発光部により発光される発光量を測定す
る発光量測定部と、前記電力供給部が前記発光部へと供給する供給電力の電圧と、前記発
光量測定部により測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶部と
、前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データにお
ける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定部と、前記制御部が、起
動時に、最低電圧から最高電圧まで、所定の電圧間隔で、前記発光部に供給する電力の電
圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給するように前記電力供給部を制御するとき
、前記発光部に供給される電力の、それぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定部によ
り測定される発光量を記憶する調整記憶部とを含み、前記推定部は、前記調整記憶部に記
憶されている情報、および前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、前記所
定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定し、前記
制御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記画像デ
ータのピーク発光量に対応する電圧として前記推定部により推定された電圧で、前記所定
期間において、前記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部を制御する。
　本技術の第３の側面においては、発光部によりレーザー光が発光され、電力供給部によ
り、前記発光部に所定の電圧で電力が供給され、制御部により、所定期間の画像データに
おける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧で、前記所定期間において、前記発光
部に電力が供給されるように前記電力供給部が制御され、発光量測定部により、前記発光
部により発光される発光量が測定され、実測記憶部により、前記電力供給部が前記発光部
へと供給する供給電力の電圧と、前記発光量測定部により測定された発光量とが対応付け
られて実測結果として記憶され、推定部により、前記実測記憶部に記憶されている実測結
果に基づいて、前記所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応す
る電圧が推定され、調整記憶部により、前記制御部により、起動時に、最低電圧から最高
電圧まで、所定の電圧間隔で、前記発光部に供給する電力の電圧が変化されながら、前記
発光部に電力が供給されるように前記電力供給部が制御されるとき、前記発光部に供給さ
れる電力の、それぞれの電圧に対応づけて、前記発光量測定部により測定される発光量が
記憶され、前記推定部により、前記調整記憶部に記憶されている情報、および前記実測記
憶部に記憶されている実測結果に基づいて、前記所定期間の画像データにおける、前記発
光部のピーク発光量に対応する電圧が推定され、前記制御部により、前記所定期間の画像
データが読み込まれ、読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応す
る電圧として前記推定部により推定された電圧で、前記所定期間において、前記発光部に
電力が供給されるように、前記電力供給部が制御される。
　本技術の第４の側面の電子回路は、レーザー光を発光する発光部と、前記発光部に所定
の電圧で電力を供給する電力供給部と、前記発光部により発光される発光量を測定する発
光量測定部と、前記発光部の出力電圧を測定する出力電圧測定部とを少なくとも接続する
電子回路であって、所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応す
る電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように前記電力供給部を
制御する制御部と、前記電力供給部が前記発光部へと供給する供給電力の電圧と、前記発
光量測定部により測定された発光量とを対応付けて実測結果として記憶する実測記憶部と
、前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、所定期間の画像データにおける
、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を推定する推定部と、前記実測記憶部におい
て、前記推定部により、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を十分に推定すること
ができる実測結果が記憶されていない場合、前記制御部が、前記出力電圧測定部により測
定される出力電圧が変化するように、前記発光部に供給する電力の電圧を変化させながら
、前記発光部に電力を供給するように前記電力供給部を制御するとき、前記出力電圧測定
部により測定される出力電圧の、それぞれの出力電圧に対応づけて、前記発光量測定部に
より測定される発光量を記憶する調整記憶部とを含み、前記制御部は、前記所定期間の画
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像データを読み込み、読み込んだ前記所定期間の前記画像データのピーク発光量に対応す
る電圧として前記推定部により推定された電圧で、前記所定期間において、前記発光部に
電力を供給するように、前記電力供給部を制御し、前記実測記憶部において、前記推定部
により、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を十分に推定することができる実測結
果が記憶されていない場合、前記制御部は、前記所定期間の画像データを読み込み、前記
調整記憶部に記憶されている発光量のうち、読み込んだ前記所定期間の前記画像データの
ピーク発光量に対応する出力電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給す
るように、前記電力供給部を制御する。
【００２６】
　本技術の第４の側面においては、発光部により、レーザー光が発光され、電力供給部に
より、前記発光部に所定の電圧で電力が供給され、発光量測定部により、前記発光部によ
り発光される発光量が測定され、出力電圧測定部により、前記発光部の出力電圧が測定さ
れ、制御部により、所定期間の画像データにおける、前記発光部のピーク発光量に対応す
る電圧で、前記所定期間において、前記発光部に電力を供給するように前記電力供給部が
制御され、実測記憶部により、前記電力供給部が前記発光部へと供給する供給電力の電圧
と、前記発光量測定部により測定された発光量とが対応付けて実測結果として記憶され、
推定部により、前記実測記憶部に記憶されている実測結果に基づいて、所定期間の画像デ
ータにおける、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧が推定され、調整記憶部により
、前記実測記憶部において、前記推定部により、前記発光部のピーク発光量に対応する電
圧を十分に推定することができる実測結果が記憶されていない場合、前記制御部が、前記
出力電圧測定部により測定される出力電圧が変化するように、前記発光部に供給する電力
の電圧を変化させながら、前記発光部に電力を供給するように前記電力供給部を制御する
とき、前記出力電圧測定部により測定される出力電圧の、それぞれの出力電圧に対応づけ
て、前記発光量測定部により測定される発光量が記憶され、前記制御部により、前記所定
期間の画像データが読み込まれ、読み込まれた前記所定期間の前記画像データのピーク発
光量に対応する電圧として前記推定部により推定された電圧で、前記所定期間において、
前記発光部に電力が供給されるように、前記電力供給部が制御され、前記実測記憶部にお
いて、前記推定部により、前記発光部のピーク発光量に対応する電圧を十分に推定するこ
とができる実測結果が記憶されていない場合、前記制御部により、前記所定期間の画像デ
ータが読み込まれ、前記調整記憶部に記憶されている発光量のうち、読み込んだ前記所定
期間の前記画像データのピーク発光量に対応する出力電圧で、前記所定期間において、前
記発光部に電力を供給するように、前記電力供給部が制御される。
【００２７】
　本技術の画像出力装置、電子回路、および電子機器は、独立した装置、回路、または機
器であっても良いし、画像出力装置、電子回路、または電子機器としての機能を実現する
ブロックであっても良い。
【発明の効果】
【００２８】
　本技術の一側面によれば、画像出力装置の低電力化を実現することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本技術を適用したプロジェクション装置の一実施の形態の構成例を示す図である
。
【図２】図１のプロジェクション装置によるラスタースキャンを説明する図である。
【図３】図１のプロジェクション装置によるラスタースキャンを説明する図である。
【図４】図１のコントローラの構成例を説明する図である。
【図５】本技術を適用したプロジェクション装置の電源制御機構の第１の実施の形態の構
成例を示す図である。
【図６】図５の電源制御機構によるキャリブレーション処理を説明するフローチャートで
ある。
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【図７】図５の電源制御機構によるキャリブレーション処理によるキャリブレーション結
果を説明する図である。
【図８】図５の電源制御機構による出力電圧制御処理を説明するフローチャートである。
【図９】図５の電源制御機構による出力電圧制御処理を説明する図である。
【図１０】従来の電源制御機構による出力電圧制御処理を説明する図である。
【図１１】図５の電源制御機構による出力電圧制御処理を説明する図である。
【図１２】本技術を適用したプロジェクション装置の電源制御機構の第２の実施の形態の
構成例を示す図である。
【図１３】図１２の電源制御機構によるキャリブレーション処理を説明するフローチャー
トである。
【図１４】図１２の電源制御機構による出力電圧制御処理を説明するフローチャートであ
る。
【図１５】図１２の電源制御機構による出力電圧制御処理を説明する図である。
【図１６】本技術を適用したプロジェクション装置の電源制御機構の第３の実施の形態の
構成例を示す図である。
【図１７】図１６の電源制御機構による出力電圧制御処理を説明するフローチャートであ
る。
【図１８】汎用のパーソナルコンピュータの構成例を説明する図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、発明を実施するための形態（以下、実施の形態という）について説明する。なお
、説明は以下の順序で行う。
１．　第１の実施の形態（起動時に発光量と出力電圧との対応関係を利用する一例）
２．　第２の実施の形態（所定時間間隔で発光量とカソード側の出力電圧との対応関係を
利用する一例）
３．　第３の実施の形態（過去の出力電圧と発光量との対応関係を利用する一例）
【００３１】
＜１．第１の実施の形態＞
＜プロジェクション装置の構成例＞
　図１は、本技術を適用したプロジェクション装置の一実施の形態の構成例を示すブロッ
ク図である。
【００３２】
　図１において、プロジェクション装置１１は、レーザー光を光源とした画像１２をスク
リーン１３に映写する。また、プロジェクション装置１１は、コントローラ２１、レーザ
ードライバ２２、ミラードライバ２３、レーザー光源２４Ｒ，２４Ｇ、および２４Ｂ、ミ
ラー２５、ダイクロイックミラー２６－１および２６－２、走査ミラー２７Ｈ，２７Ｖ、
およびビームスプリッタ２７Ｓ、光学レンズ２８、電源２９、並びにパワーモニタ３０を
備えて構成される。
【００３３】
　コントローラ２１は、図示しない画像再生装置から供給される画像信号に基づいて、画
像１２を表現する三原色（赤色、緑色、および青色）ごとの画像信号を生成し、ミラード
ライバ２３から供給されるミラーの同期信号に基づいてレーザードライバ２２に供給する
。また、コントローラ２１には、図示しないホストコントローラから制御信号が供給され
、コントローラ２１は、その制御信号に応じた制御を行う。なお、コントローラ２１の詳
細な構成については、図４を参照して後述する。
【００３４】
　レーザードライバ２２は、コントローラ２１から供給される画像信号に基づき、画像信
号の色ごとに、画像１２の画素ごとの画素値に応じた駆動信号を生成し、レーザー光源２
４Ｒ，２４Ｇ、および２４Ｂに供給する。例えば、レーザードライバ２２は、画像信号の
赤色の画素値に応じた駆動信号をレーザー光源２４Ｒに供給し、画像信号の緑色の画素値
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に応じた駆動信号をレーザー光源２４Ｇに供給し、画像信号の青色の画素値に応じた駆動
信号をレーザー光源２４Ｂに供給する。
【００３５】
　ミラードライバ２３は、画像１２の水平方向にレーザー光線をスキャンさせるために、
走査ミラー２７Ｈの共振周波数に基づいた水平スキャン信号を生成して、走査ミラー２７
Ｈに供給する。また、ミラードライバ２３は、画像１２の垂直方向にレーザー光線をスキ
ャンさせるための垂直スキャン信号を生成して、走査ミラー２７Ｖに供給する。さらに、
ミラードライバ２３は、走査ミラー２７Ｈおよび２７Ｖにより反射されたレーザー光線の
一部を検出する受光部を備えている。そして、ミラードライバ２３は、受光部の検出結果
に基づいて水平スキャン信号および垂直スキャン信号を調整したり、受光部の検出結果に
従った検出信号をコントローラ２１にフィードバックしたりする。ビームスプリッタ２７
Ｓは、走査ミラー２７Ｈにより反射されたレーザー光線の一部をパワーモニタ３０に反射
する。
【００３６】
　レーザー光源２４Ｒ，２４Ｇ、および２４Ｂは、レーザードライバ２２から供給される
駆動信号に従って、それぞれ対応する色のレーザー光線を出力する。例えば、レーザー光
源２４Ｒは、画像信号の赤色の画素値に応じたレベルで赤色のレーザー光線を出力する。
同様に、レーザー光源２４Ｇは、画像信号の緑色の画素値に応じたレベルで緑色のレーザ
ー光線を出力し、レーザー光源２４Ｂは、画像信号の青色の画素値に応じたレベルで青色
のレーザー光線を出力する。レーザー光源２４Ｒ，２４Ｇ，２４Ｂを構成するレーザーダ
イオードＬＤは、コントローラ２１により制御されて電源２９より所定の電圧で供給され
る電力と、コントローラ２１により制御されるレーザードライバ２２により、流れる電流
値が制御されることで、発光量となるレベルが調整される。
【００３７】
　ミラー２５は、レーザー光源２４Ｒから出力される赤色のレーザー光線を反射する。ダ
イクロイックミラー２６－１は、レーザー光源２４Ｇから出力される緑色のレーザー光線
を反射するとともに、ミラー２５により反射された赤色のレーザー光線を透過させる。ダ
イクロイックミラー２６－２は、レーザー光源２４Ｂから出力される青色のレーザー光線
を反射するとともに、ミラー２５により反射された赤色のレーザー光線、および、ダイク
ロイックミラー２６－１により反射された緑色のレーザー光線を透過させる。そして、ミ
ラー２５、並びに、ダイクロイックミラー２６－１および２６－２は、レーザー光源２４
Ｒ，２４Ｇ、および２４Ｂから出力されたレーザー光線の光軸が同軸となるように組み合
わされて配置されている。
【００３８】
　走査ミラー２７Ｈおよび２７Ｖは、例えば、MEMS（Micro Electro Mechanical Systems
）により形成された微小なミラーであり、ミラードライバ２３から供給される水平スキャ
ン信号および垂直スキャン信号に従って、それぞれ駆動する。例えば、走査ミラー２７Ｈ
は、レーザー光源２４Ｒ，２４Ｇ、および２４Ｂから出力されたレーザー光線を反射して
、それらのレーザー光線が画像１２の水平方向にスキャンされるように駆動する。また、
走査ミラー２７Ｖは、レーザー光源２４Ｒ，２４Ｇ、および２４Ｂから出力されたレーザ
ー光線を反射して、それらのレーザー光線が画像１２の垂直方向にスキャンされるように
駆動する。
【００３９】
　光学レンズ２８は、走査ミラー２７Ｖからスクリーン１３に向かうレーザー光線の光学
経路上に配置されており、レーザー光線の光路を補正する。
【００４０】
　パワーモニタ３０は、ビームスプリッタ２７Ｓを介して供給されてくるレーザー光の発
光量を測定し、測定した発光量の情報をコントローラ２１に供給する。尚、コントローラ
２１、レーザー光源２４Ｒ，２４Ｇ、および２４Ｂ、電源２９、並びにパワーモニタ３０
の詳細な構成については、図５を参照して、詳細を後述する。
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【００４１】
　なお、プロジェクション装置１１は、レーザードライバ２２およびミラードライバ２３
がコントローラ２１に統合される構成を採用することができる。また、プロジェクション
装置１１は、レーザー光線の光学経路上に光学レンズ２８が配置されない構成としてもよ
い。
【００４２】
　このようにプロジェクション装置１１は構成されており、走査ミラー２７Ｈおよび２７
Ｖが互いに直交する方向にレーザー光線をスキャン（走査）することにより、スクリーン
１３に二次元の画像１２が映写される。また、走査ミラー２７Ｈおよび２７Ｖによるレー
ザー光線のスキャン方法としては、例えば、ラスタースキャンという方法と、リサージュ
スキャンという方法があるが、プロジェクション装置１１では、ラスタースキャンが採用
される。
【００４３】
　図２を参照して、ラスタースキャンについて説明する。
【００４４】
　図２では、画像１２上にラスタースキャンによるレーザー光線の走査軌跡が示されてお
り、画像１２の下方に、水平スキャン信号H-Scanが示されており、画像１２の左方に、垂
直スキャン信号V-Scanが示されている。
【００４５】
　水平スキャン信号H-Scanは、例えば、走査ミラー２７Ｈの共振周波数に従った約20kHz
で振動する正弦波の波形をした信号であり、水平スキャン信号H-Scanの周波数は、画像１
２の水平同期周波数の１／２となる。垂直スキャン信号V-Scanは、例えば、画像１２のフ
レーム周期に応じた周波数である60Hzで振動する鋸波の波形をした信号である。
【００４６】
　なお、水平スキャン信号H-Scanの両端近傍における走査軌跡において、レーザーは非発
光とされ、走査軌跡の折り返し部分は、画像１２を映写するのには使用されない。また、
垂直スキャン信号V-Scanが略垂直に立ち上がる波形となっている区間、即ち、レーザー光
線の走査軌跡が下端から上端に向かって急峻に変化する区間である帰線区間においては、
レーザーは非発光とされる。
【００４７】
　このような水平スキャン信号H-Scanおよび垂直スキャン信号V-Scanに従って走査ミラー
２７Ｈおよび２７Ｖがそれぞれ駆動することにより、画像１２上に示すような走査軌跡で
レーザー光線が走査される。図示するように、レーザー光線は双方向に走査されるため、
即ち、水平方向に向かう走査線の一行ごとにレーザー光線の走査方向が逆方向となるため
、プロジェクション装置１１では、走査線の１行ごとに画像信号を並べ替える処理を行う
、又はデータのアクセス方向を変える必要がある。
【００４８】
　また、水平スキャン信号H-Scanの下方に示すように、レーザー光線の走査速度は、画像
１２の中央において高くなる一方、画像１２の端近傍において低くなる。これにより、画
像１２に輝度のムラが発生することが想定されるため、プロジェクション装置１１では、
画像１２の端近傍においてレーザーの出力を低下させて輝度を均一にする調整が行われる
。同様に、プロジェクション装置１１は、必要に応じて、画像信号のレートを調整しても
よい。
【００４９】
　さらに、レーザー光線が正弦波に従って走査されるため、水平方向に向かう走査線どう
しの間隔が不均一なものとなる。一般的に、画像信号規格では、画素が格子状に配置され
た画素配列で画像が構成されるため、画像信号規格に従った画像信号を、正弦波に従った
レーザー光線の走査軌跡に応じて出力すると、画像１２において画素ごとにズレが発生す
ることになる。
【００５０】
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　図３を参照して、レーザー光線の走査軌跡と画像信号規格に従った画素配列との関係に
ついて説明する。
【００５１】
　図３Ａには、レーザー光線の走査軌跡が示されており、図３Ｂには、レーザー光線の走
査軌跡と画像信号規格に従った画素配列とが重ね合わされて示されている。
【００５２】
　図３において、レーザー光線の走査軌跡上に所定のピッチで配置されている矩形のドッ
トは、正弦波的な水平スキャン信号H-Scanの軌道に対して、水平スキャン信号H-Scanに同
期したビデオクロックで刻まれたスキャンピクセルを表している。即ち、スキャンピクセ
ルは、ビデオクロックに従ってレーザー光線が照射されるスポットを示している。
【００５３】
　図２を参照して上述したように、レーザー光線の走査速度は、画像１２の中央において
高くなる一方、画像１２の端近傍において低くなるとともに、水平方向に向かう走査線ど
うしの間隔は不均一なものとなる。そのため、図３Ａに示すように、スキャンピクセルは
、画像１２の中央において粗くなる一方、端近傍になるほど密になるようにとともに、ス
キャンピクセルどうしの垂直方向の間隔は不均一なものとなる。
【００５４】
　また、図３Ｂにおいて、格子状に配置された丸型のドットは、画像信号規格に従った画
素配列で配置される画素を表している。図３Ｂに示すように、レーザー光線の走査軌跡に
従ったスキャンピクセルの配置は、画像信号規格に従った画素の配置と大きく異なるもの
となり、タイミング的にも不均一なものとなる。このため、画像１２を映写する際に、画
素ごとにズレが発生することになる。
【００５５】
　そこで、プロジェクション装置１１では、複数の画素の画素信号の画素値から、スキャ
ンピクセルの配置に応じた画素値を生成する補間処理を行うことにより、画像１２におい
て画素ごとにズレが発生することを回避することができる。
【００５６】
　例えば、図３Ｂに示すスキャンピクセルＳＰについて説明する。プロジェクション装置
１１では、スキャンピクセルＳＰの近傍にある４つの画素Ｐ１乃至Ｐ４の画素値から、ス
キャンピクセルＳＰの位置に応じた二次元補間によって、スキャンピクセルＳＰの画素値
を生成する処理が行われる。このような処理を、全てのスキャンピクセルに対して行うこ
とで、画像１２において画素ごとにズレが発生することが回避される。なお、スキャンピ
クセルＳＰの画素値を生成するのに用いる画素を選択するパターンは、図３Ｂに示される
ような４つの画素Ｐ１乃至Ｐ４に限定されるものではなく、さらに多くの画素を選択した
り様々なパターンを用いたりすることができる。
【００５７】
＜コントローラの構成例＞
　次に、図４は、コントローラ２１の構成例を示すブロック図である。
【００５８】
　図４に示すように、コントローラ２１は、ビデオI/F（interface）３１、フレームメモ
リ３２、ホストI/F３３、CPU（Central Processing Unit）３４、RAM（Random Access Me
mory）３５、ピクセルエンジン３６、LDD（Laser Diode Driver） I/F３７、ミラードラ
イバI/F３８、パワーモニタI/F４０、および電源I/F４１を備えて構成され、それらがバ
ス３９を介して接続されている。
【００５９】
　ビデオI/F３１は、図示しない画像再生装置と接続され、その画像再生装置により再生
される画像１２の画像信号を受け取って、バス３９を介してフレームメモリ３２に供給す
る。フレームメモリ３２は、画像１２のフレームごとに画像信号を格納する。ホストI/F
３３は、図示しないホストコントローラに接続されており、そのホストコントローラから
出力される制御信号を受け取って、バス３９を介してCPU３４に供給する。
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【００６０】
　CPU３４は、RAM３５に展開したプログラムを実行し、ホストI/F３３から供給される制
御信号やRAM３５に記憶させた各種の情報などに従って、フレームメモリ３２に格納され
ている画像１２に対する処理を行う。RAM３５は、CPU３４が実行するプログラムや、CPU
３４またはピクセルエンジン３６が処理を実行するのに必要な各種の情報などを記憶する
。
【００６１】
　ピクセルエンジン３６は、RAM３５に記憶されている情報に従って、フレームメモリ３
２に格納されている画像信号に対する処理を実行する。例えば、ピクセルエンジン３６は
図３を参照して説明したように、スキャンピクセルＳＰの近傍にある４つの画素Ｐ１乃至
Ｐ４の画素値から、スキャンピクセルＳＰの位置に応じた二次元補間によって、スキャン
ピクセルＳＰの画素値を生成する処理を実行する。なお、ピクセルエンジン３６は、RAM
３５に記憶されている情報をピクセルエンジン３６のレジスタに設定して処理を実行した
り、フレームメモリ３２に記憶されている画像信号をピクセルエンジン３６のバッファー
に一度に格納して処理を実行してもよい。
【００６２】
　LDD I/F３７は、図１のレーザードライバ２２に接続されており、ピクセルエンジン３
６が生成した画素値に従った画像信号をレーザードライバ２２に供給する。これにより、
レーザードライバ２２がレーザー光源２４Ｒ，２４Ｇ、および２４Ｂを発光させ、画像１
２をスクリーン１３に映写する画像プロジェクションが実行される。
【００６３】
　ミラードライバI/F３８は、図１のミラードライバ２３に接続されており、ミラードラ
イバ２３から同期信号を取得したり、ミラードライバ２３から供給される検出信号に従っ
て同期信号を調整したりする。
【００６４】
　パワーモニタ I/F４０は、図１のパワーモニタ３０に接続されており、レーザー光源２
４Ｒ，２４Ｇ、および２４Ｂより発光され、ビームスプリッタ２７Ｓを介してパワーモニ
タ３０により測定されたレーザー光の発光量の情報を取得する。
【００６５】
　電源 I/F４１は、図１の電源２９に接続されており、ピクセルエンジン３６が生成した
画素値に従って、電源２９を制御して、レーザー光源２４Ｒ，２４Ｇ、および２４Ｂを構
成するレーザーダイオードに電力を供給し発光させる。
【００６６】
　このようにコントローラ２１は構成されており、コントローラ２１に入力される画像１
２の画像信号に対してコントローラ２１において処理が施され、その処理が施された画像
信号がレーザードライバ２２および電源２９に出力される。
【００６７】
＜電源の省電力化を実現する電源制御機構の構成例＞
　次に、図５を参照して、電源２９の省電力化を実現する電源制御機構の機能を説明する
。図５は、図１のプロジェクション装置１１における電源制御機構の機能を実現するため
の構成だけを抜粋したブロック図である。図５の電源制御機構は、コントローラ２１、レ
ーザードライバ２２、レーザー光源２４Ｒ，２４Ｇ、および２４Ｂを構成するレーザーダ
イオードＬＤ、電源２９、およびパワーモニタ３０を備えている。尚、レーザー光源２４
Ｒ，２４Ｇ、および２４Ｂについて、特に区別する必要がない場合、単にレーザー光源２
４と称するものとし、その他の構成についても同様に称するものとする。
【００６８】
　コントローラ２１は、ＣＰＵ３４が、ＲＡＭ３５等に記録されているプログラムやデー
タに基づいた処理を実行することにより、電源管理部５１、パワーモニタ部５２、および
キャリブレーション部５３を備えた構成を実現する。尚、図５においては、電源管理部５
１、パワーモニタ部５２、およびキャリブレーション部５３は、ＣＰＵ３４によりＲＡＭ
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３５等に記録されているプログラムやデータに基づいた処理が実行されることにより実現
される場合の例を示しているが、それぞれ独立したハードウェアより構成するようにして
も良い。
【００６９】
　電源管理部５１は、入力された画像信号に基づいて、電源２９に対して出力すべき出力
電圧の情報を供給し、対応する出力電圧をレーザーダイオードＬＤのアノードに印加させ
る。パワーモニタ部５２は、パワーモニタ３０により測定されるレーザー光源２４を構成
するレーザーダイオードＬＤの発光による発光量の情報を取得する。キャリブレーション
部５３は、プロジェクション装置１１が起動するとき、電源管理部５１を制御して、最低
電圧から所定の電圧間隔で、電圧を上昇、または、最高電圧から所定の電圧間隔で下降さ
せながら電圧を変化させることで、出力可能な出力電圧の全範囲において、パワーモニタ
部５２に取得される、パワーモニタ３０により測定されたレーザー光源２４のレーザーダ
イオードＬＤの発光レベルである発光量を測定させ、測定結果である発光量と出力電圧と
を対応付け、キャリブレーション結果として記憶する。
【００７０】
　電源管理部５１は、キャリブレーション部５３によりキャリブレーション情報が記憶さ
れた状態で、入力された画像信号をフレーム単位で読み出し、読み出したフレームの画像
信号のうちピーク発光量となる発光量の情報を抽出する。そして、電源管理部５１は、キ
ャリブレーション部５３に記憶されている発光量と出力電圧の関係から、ピーク発光量と
なる発光量に対応する出力電圧を読み出し、読み出した出力電圧で電力を供給するように
電源２９を制御する。
【００７１】
　レーザードライバ２２は、レーザー光源２４を構成するレーザーダイオードＬＤのカソ
ード側に接続されており、入力される画像信号に基づいて、レーザーダイオードＬＤに流
れる電流値ＩＬＤを設定する。また、レーザードライバ２２は、その駆動に最低電圧Ｖｌ
ｄｄが必要とされる。電源２９は、入力電圧Ｖｉｎを所定の電圧からなる出力電圧Ｖｏに
変換して出力する、いわゆるＤＣＤＣコンバータである。また、電源２９は、入力電圧Ｖ
ｉｎを、コントローラ２１の電源管理部５１の制御により指定された出力電圧Ｖｏに変換
し、出力電圧Ｖｏからなる電力をレーザー光源２４のレーザーダイオードＬＤのアノード
に供給する。
【００７２】
　ここで、出力電圧Ｖｏとするとき、レーザーダイオードＬＤにおける損失Ｐｌｄは、以
下の式（１）で示される。
【００７３】
　Ｐｌｄ＝Ｖｏ×ＩＬＤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１）
【００７４】
　ここで、ＩＬＤは、レーザーダイオードに流れる電流値である。また、レーザーダイオ
ードＬＤにおける電圧降下がＶｆｌｄであるとすれば、出力電圧Ｖｏは、少なくとも、（
Ｖｆｌｄ＋Ｖｌｄｄ）以上であることが必要となる。
【００７５】
　パワーモニタ３０は、レーザーダイオードＬＤが発光するときの発光量を測定するもの
であり、例えば、フォトダイオードなどである。パワーモニタ３０は、測定した発光量の
情報をコントローラ２１に供給する。
【００７６】
＜図５の電源制御機構によるキャリブレーション処理＞
　次に、図６のフローチャートを参照して、図５の電源制御機構によるキャリブレーショ
ン処理について説明する。
【００７７】
　ステップＳ１１において、コントローラ２１の電源管理部５１は、図示せぬ構成に設け
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られた操作部が操作されてプロジェクション装置１１が起動したか否かを判定し、起動す
るまで、同様の処理を繰り返す。そして、ステップＳ１１において、起動したと判定され
た場合、処理は、ステップＳ１２に進む。
【００７８】
　ステップＳ１２において、電源管理部５１は、電源２９により出力可能な出力電圧のう
ち、最低電圧に設定して、レーザー光源２４のレーザーダイオードＬＤのアノードに印加
させる。
【００７９】
　ステップＳ１３において、パワーモニタ部５２は、パワーモニタ３０を制御して、レー
ザーダイオードＬＤの発光量を測定させ、測定させた発光量の情報を取得する。
【００８０】
　ステップＳ１４において、キャリブレーション部５３は、今現在、電源２９より出力さ
れている電力の出力電圧Ｖｏの情報を電源管理部５１より取得して、パワーモニタ３０に
より測定された発光量の情報と対応づけて記憶する。
【００８１】
　ステップＳ１５において、電源管理部５１は、電源２９より出力されている出力電圧Ｖ
ｏが最高電圧であるか否かを判定し、最高電圧ではない場合、処理は、ステップＳ１６に
進む。
【００８２】
　ステップＳ１６において、電源管理部５１は、所定値だけ出力電圧Ｖｏを上昇させて、
電源２９よりレーザーダイオードＬＤに出力させて、処理は、ステップＳ１３に戻る。
【００８３】
　すなわち、ステップＳ１５において、出力電圧Ｖｏが最高電圧であると見なされるまで
、ステップＳ１３乃至Ｓ１６の処理が繰り返されて、順次、所定間隔の電圧で上昇する出
力電圧Ｖｏと、発光量とが対応づけられたキャリブレーション結果が、キャリブレーショ
ン部５３に記憶される。
【００８４】
　そして、ステップＳ１５において、出力電圧Ｖｏが最高電圧であると見なされた場合、
処理は終了する。
【００８５】
　以上の処理により、ステップＳ１３乃至Ｓ１６の処理が繰り返されることにより、例え
ば、図７で示されるような関係を示す情報からなるキャリブレーション結果がキャリブレ
ーション部５３に記憶される。図７においては、横軸に出力電圧Ｖｏが示されており、縦
軸に発光量が示されている。図７で示されるように、出力電圧Ｖｏと、発光量とが、それ
ぞれ（Ｖａ，Ｗａ），（Ｖｂ，Ｗｂ），・・・（Ｖｚ，Ｗｚ）のように示される。すなわ
ち、出力電圧Ｖｏがレーザードライバ２２の最低駆動電圧Ｖｘとなるまでは、レーザーダ
イオードＬＤは発光せず、最低駆動電圧Ｖｘを超えたところからレーザーダイオードＬＤ
により発光が開始される。そして、レーザーダイオードＬＤの発光量は、出力電圧Ｖｏに
比例して大きくなる。
【００８６】
　このようにキャリブレーション部５３に出力電圧Ｖｏと発光量との対応関係を示すキャ
リブレーション結果が記憶されることとなる。結果として、コントローラ２１における電
源管理部５１は、フレーム単位の画像信号のうち、ピーク発光量となる発光量に対応する
出力電圧ＶｏをレーザーダイオードＬＤのアノードに印加させるように、電源２９を制御
することで省電力化を実現する。
【００８７】
＜図５の電源制御機構による出力電圧制御処理＞
　次に、図８のフローチャートを参照して、図５の電源制御機構による画像信号に基づい
てレーザーダイオードＬＤを発光させるときの出力電圧制御処理について説明する。
【００８８】
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　ステップＳ３１において、コントローラ２１の電源管理部５１は、画像信号に基づいた
画像表示が指示されたか否かを判定し、この指示に基づいた表示が開始されるまで、同様
の処理を繰り返す。そして、ステップＳ３１において、表示が開始されたと見なされた場
合、処理は、ステップＳ３２に進む。
【００８９】
　ステップＳ３２において、電源管理部５１は、表示する画像信号のうち、次に表示すべ
き１フレーム分の画像信号を読み出す。
【００９０】
　ステップＳ３３において、電源管理部５１は、読み出した、次に表示すべき１フレーム
分の画像信号のうち、最高の発光量となるピーク発光量を読み出す。
【００９１】
　ステップＳ３４において、電源管理部５１は、キャリブレーション部に記憶されている
出力電圧と、発光量との関係を示す、例えば、図７で示されるようなキャリブレーション
情報を読み出し、ピーク発光量となる発光量に対応する出力電圧Ｖｏを読み出す。
【００９２】
　ステップＳ３５において、電源管理部５１は、読み出したピーク発光量に対応する出力
電圧Ｖｏで、レーザーダイオードＬＤのアノードに電力を供給するように電源２９を制御
する。
【００９３】
　ステップＳ３６において、電源管理部５１は、次のフレームの画像信号の有無により、
画像信号が終了しているか否かを判定し、終了していない場合、処理は、ステップＳ３２
に戻る。すなわち、画像信号が終了するまで、ステップＳ３２乃至Ｓ３６の処理が繰り返
される。
【００９４】
　そして、ステップＳ３６において、次のフレームの画像信号がなく、画像信号が終了し
たと見なされた場合、処理は、終了する。
【００９５】
　以上の処理により、例えば、図９で示されるように電源２９より出力される出力電圧Ｖ
ｏが制御される。すなわち、時刻ｔ０乃至ｔ２において、Ｆｒａｍｅ１で示される第１フ
レームの画像信号が供給される場合、図中の上段で示されるレーザー発光量（レーザーダ
イオードＬＤの発光により測定される発光量）のうち、ピーク発光量は発光量Ｗａとなる
。そこで、図中下段で示されるように、第１フレームが表示される時刻ｔ０乃至ｔ１にお
いては、発光量Ｗａに対応する出力電圧Ｖａの電力が電源２９からレーザーダイオードＬ
Ｄに印加される。さらに、第１フレームの画像信号の出力が完了する時刻ｔ１において、
次のフレームであるＦｒａｍｅ２で示される第２フレームの画像信号が読み込まれる。
【００９６】
　図９の上段における第２フレームの画像信号は、時刻ｔ２乃至ｔ３で出力される画像信
号であり、そのピーク発光量はＷｄとなる。そこで、時刻ｔ２乃至ｔ３において、図中の
下段で示されるように、ピーク発光量Ｗｄに対応する出力電圧Ｖｄの電力が、電源２９か
らレーザーダイオードＬＤのアノードに印加される。そして、第２フレームの画像信号の
出力が完了する時刻ｔ３において、次のフレームであるＦｒａｍｅ３で示される第３フレ
ームの画像信号が読み込まれる。
【００９７】
　また、図９の上段における第３フレームの画像信号は、時刻ｔ４乃至ｔ５で出力される
画像信号であり、そのピーク発光量はＷｂとなる。そこで、時刻ｔ４乃至ｔ５において、
図中の下段で示されるように、ピーク発光量Ｗｂに対応する出力電圧Ｖｂの電力が、電源
２９からレーザーダイオードＬＤのアノードに印加される。そして、第３フレームの画像
信号の出力が完了する時刻ｔ５において、次のフレームであるＦｒａｍｅ４で示される第
４フレームの画像信号が読み込まれる。
【００９８】
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　さらに、図９の上段における第４フレームの画像信号は、時刻ｔ６乃至ｔ７で出力され
る画像信号であり、そのピーク発光量はＷｃとなる。そこで、時刻ｔ６乃至ｔ７において
、図中の下段で示されるように、ピーク発光量Ｗｃに対応する出力電圧Ｖｃの電力が、電
源２９からレーザーダイオードＬＤのアノードに印加される。
【００９９】
　これらの制御により、電源２９よりレーザーダイオードＬＤに供給される電力を省電力
化することが可能となる。
【０１００】
　すなわち、従来においては、図１０で示されるように、電源２９より出力される電力は
、出力電圧Ｖｏが固定された固定電源電圧であったため、実際に必要とされる消費電力よ
りも多くの電力が消費されていた。尚、図１０においては、縦軸が出力電圧Ｖｏの電圧を
示しており、横軸が時間を示している。また、「ＬＤオン期間」とは、１フレーム分の画
像信号が表示される期間であり、点線で示される電圧がレーザードライバ２２の駆動に必
要とされる電圧（Ｖｌｄｄ）であり、点線より上の電圧が、画像信号に応じて設定される
電流値に応じたレーザーダイオードの降下電圧（ＶＦ（＝Ｖｆｌｄ））である。すなわち
、画像信号に対応した発光量の光を発するために、レーザーダイオードＬＤに印加される
べき電圧は、上述したように、（Ｖｌｄｄ＋Ｖｆｌｄ）となるが、従来においては、どの
ような画像信号でも発光できるように、いずれも必要以上の印加電圧からなる出力電圧Ｖ
ｏが固定電圧として出力され続けていたため、必要な出力電圧との差分となる過剰な電圧
が印加された状態となっていた。尚、図１０，図１１においては、過剰な印可電圧により
無駄になっている領域が、横縞模様で表現されている。
【０１０１】
　これに対して、図８のフローチャートを参照して説明したような出力電圧制御処理がな
されることにより、図１１で示されるように、電源２９より出力される電力の出力電圧Ｖ
ｏは、各フレーム単位で必要とされるピーク発光量に対応する出力電圧Ｖｏとなるように
可変電源電圧とされている。このように、電源２９より供給される電力が、フレーム単位
でのピーク発光量に対応した出力電圧Ｖｏとなるように可変電源電圧とされることで、固
定電源電圧とされることで発生する余剰電力が、抑制されることとなる。結果として、電
源２９よりレーザーダイオードＬＤに供給される電力を省電力化することが可能となる。
すなわち、図１１における余剰電力を示す縞模様の領域は、図１０で示される場合よりも
小さくなっており、省電力化が実現されている。
【０１０２】
　また、起動時に実行されるキャリブレーション処理により、レーザードライバ２２で必
要とされる最低電圧や、レーザーダイオードＬＤによる降下電圧Ｖｆｌｄのバラツキにも
対応することが可能となり、必要な出力電圧Ｖｏをフレーム単位で適切に設定することで
、より適切な省電力化を実現することが可能となる。尚、以上においては、フレーム単位
でのピーク発光量に対応して出力電圧Ｖｏを可変にすることで、省電力化を図る例につい
て説明したが、フレーム単位とは異なる所定の期間毎のピーク発光量に対応する出力電圧
Ｖｏを可変に設定するようにしても省電力化を実現することが可能となる。
【０１０３】
＜２．第２の実施の形態＞
＜電源の省電力化を実現する電源制御機構のその他の構成例＞
　以上においては、起動時に、キャリブレーション処理を実行して、出力電圧Ｖｏと、そ
のときのパワーモニタ３０により測定される発光量とを対応づけて記憶しておき、フレー
ム単位でのピーク発光量に対応する出力電圧Ｖｏを電力供給することで省電力化を図る例
について説明してきた。しかしながら、レーザーダイオードＬＤは、温度に依存して降下
電圧Ｖｆｌｄが変化する、温度特性を持つことが知られている。従って、起動時に設定し
たキャリブレーション結果だけでは、使用時間が長くなったり、周辺の大気温度の変化に
よるレーザーダイオードＬＤの温度変化に伴った温度特性に対応することができない恐れ
がある。そこで、出力電圧Ｖｏに代えて、レーザーダイオードＬＤのカソード側の電圧Ｖ
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ｃに対応づけて発光量を測定するキャリブレーション処理を所定時間間隔で繰り返し実行
し、直近のキャリブレーション結果を利用して、必要なピーク発光量に対応する電圧Ｖｃ
となるように出力電圧Ｖｏをフィードバック制御するようにすることで、温度特性に対応
しつつ、省電力化するようにしてもよい。
【０１０４】
　図１２は、出力電圧Ｖｏに代えて、レーザーダイオードＬＤのカソード側の電圧Ｖｃに
対応づけて発光量を測定するキャリブレーション処理を所定時間間隔で実行するようにし
、直近のキャリブレーション結果を利用して電源２９を制御する電源制御機構の機能を説
明する。尚、図５の電源制御機構における構成と同一の機能を備えた構成については、同
一の名称、および同一の符号を付すものとし、適宜、その説明を省略するものとする。
【０１０５】
　すなわち、図１２の電源制御機構において、図５の電源制御機構における構成と異なる
のは、コントローラ２１の電源管理部５１、およびキャリブレーション部５３に代えて、
電源管理部８１、およびキャリブレーション部８２を設けた点と、新たに、Ｖｃモニタ部
８３を備えた点である。Ｖｃモニタ部８３は、レーザーダイオードＬＤのカソード側の電
圧Ｖｃを測定する。また、電源管理部８１は、出力電圧Ｖｏに代えて、レーザーダイオー
ドＬＤのカソード側の電圧Ｖｃと、パワーモニタ３０により測定された発光量との関係を
キャリブレーション結果として、所定時間間隔で繰り返しキャリブレーション部５３に記
憶させる。さらに、電源管理部８１は、画像信号に基づいて画像を表示する際、次に表示
すべきフレームの画像信号のピーク発光量に対応するレーザーダイオードＬＤのカソード
側の電圧Ｖｃを読み出し、Ｖｃモニタ部８３により測定される電圧Ｖｃが読み出した値と
なるように、電源２９の出力電圧Ｖｏをフィードバック制御する。
【０１０６】
＜図１２の電源制御機構によるキャリブレーション処理＞
　次に、図１３のフローチャートを参照して、図１２の電源制御機構によるキャリブレー
ション処理について説明する。
【０１０７】
　ステップＳ５１において、コントローラ２１の電源管理部８１は、直近でキャリブレー
ション処理されたタイミングから所定の時間が経過したか否かを判定し、所定の時間が経
過するまで、同様の処理を繰り返す。そして、ステップＳ５１において、所定の時間が経
過したと判定された場合、処理は、ステップＳ５２に進む。尚、最初の処理については、
所定の時間が経過したものとして判定されるものとしても良い。
【０１０８】
　ステップＳ５２において、電源管理部８１は、電源２９を制御して、出力電圧Ｖｏが最
低になるように、電源２９の出力電圧Ｖｏを調整して、レーザーダイオードＬＤのアノー
ド側に印加させる。
【０１０９】
　ステップＳ５３において、パワーモニタ部５２は、パワーモニタ３０を制御して、レー
ザーダイオードＬＤの発光量を測定させ、測定させた発光量の情報を取得する。
【０１１０】
　ステップＳ５４において、キャリブレーション部８２は、今現在のＶｃモニタ部８３に
より測定されている、レーザーダイオードＬＤのカソード側の電圧Ｖｃの情報を取得して
、パワーモニタ３０により測定された発光量の情報に対応づけてキャリブレーション結果
として記憶する。
【０１１１】
　ステップＳ５５において、電源管理部８１は、電源２９より出力されている出力電圧Ｖ
ｏが最高電圧であるか否かを判定し、最高電圧ではない場合、処理は、ステップＳ５６に
進む。
【０１１２】
　ステップＳ５６において、電源管理部８１は、所定値だけ出力電圧Ｖｏを上昇させて、
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電源２９よりレーザーダイオードＬＤに出力させて、処理は、ステップＳ５３に戻る。
【０１１３】
　すなわち、ステップＳ５５において、出力電圧Ｖｏが最高電圧であると見なされるまで
、ステップＳ５３乃至Ｓ５６の処理が繰り返されて、順次、各電圧Ｖｃと、発光量とが対
応づけられたキャリブレーション結果としてキャリブレーション部８２に記憶される。
【０１１４】
　そして、ステップＳ５５において、出力電圧Ｖｏが最高電圧であると見なされた場合、
処理はステップＳ５１に戻る。すなわち、以降において、所定時間が経過する毎にステッ
プＳ５２乃至Ｓ５６の処理が繰り返されて、繰り返しキャリブレーション処理が繰り返さ
れて、キャリブレーション結果が順次記憶（更新）されていく。
【０１１５】
　以上の処理により、所定の時間間隔で、ステップＳ５２乃至Ｓ５６の処理が繰り返され
ることにより、レーザーダイオードＬＤのカソード側の電圧Ｖｃと、発光量との関係を示
す情報がキャリブレーション部８２に繰り返し記憶される。
【０１１６】
　このようにキャリブレーション部８２に電圧Ｖｃと発光量との対応関係を示すキャリブ
レーション結果が繰り返し記憶されることにより、このキャリブレーション結果に基づい
て、コントローラ２１における電源管理部５１は、画像信号に応じてレーザーダイオード
ＬＤを発光させる際に、レーザーダイオードＬＤのカソード側の電圧ＶｃをＶｃモニタ部
８３で確認しながら、発光量に対応する電圧Ｖｃとなるように、電源２９より出力される
出力電圧Ｖｏをフィードバック制御させることで、レーザーダイオードＬＤの温度特性に
対応した省電力化を実現する。
【０１１７】
＜図１２の電源制御機構による出力電圧制御処理＞
　次に、図１４のフローチャートを参照して、図１２の電源制御機構による画像信号に基
づいてレーザーダイオードＬＤを発光させるときの出力電圧制御処理について説明する。
【０１１８】
　ステップＳ７１において、コントローラ２１の電源管理部８１は、画像信号に基づいた
画像表示が指示されて、開始されたか否かを判定し、開始されるまで、同様の処理を繰り
返す。そして、ステップＳ７１において、表示が開始されたと見なされた場合、処理は、
ステップＳ７２に進む。
【０１１９】
　ステップＳ７２において、電源管理部８１は、表示する画像信号のうち、次に表示すべ
き１フレーム分の画像信号を読み出す。
【０１２０】
　ステップＳ７３において、電源管理部８１は、読み出した、次に表示すべき１フレーム
分の画像信号のうち、最高の発光量となるピーク発光量を読み出す。
【０１２１】
　ステップＳ７４において、電源管理部８１は、キャリブレーション部８２に、直近のキ
ャリブレーション処理で記憶された電圧Ｖｃと、発光量との関係を示すキャリブレーショ
ン結果を読み出し、ピーク発光量に対応する電圧Ｖｃを読み出す。
【０１２２】
　ステップＳ７５において、電源管理部８１は、Ｖｃモニタ部８３により測定される電圧
Ｖｃが、読み出したピーク発光量に対応する電圧Ｖｃとなるように、電源２９を制御して
、出力電圧Ｖｏを調整しながら、レーザーダイオードＬＤのアノードに電力を供給させる
。
【０１２３】
　ステップＳ７６において、電源管理部８１は、次のフレームの画像信号の有無により、
画像信号が終了しているか否かを判定し、終了していない場合、処理は、ステップＳ７２
に戻る。すなわち、画像信号が終了するまで、ステップＳ７２乃至Ｓ７６の処理が繰り返
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される。
【０１２４】
　そして、ステップＳ７６において、次のフレームの画像信号がなく、画像信号が終了し
たと見なされた場合、処理は、終了する。
【０１２５】
　以上の処理により、所定の時間間隔で繰り返し実行されるキャリブレーション処理によ
りキャリブレーション部８２に、直近の処理で記憶されているキャリブレーション結果よ
り、画像信号に基づいた次の１フレームのピーク発光量に対応する、レーザーダイオード
ＬＤのカソード側の電圧Ｖｃとなるように、電源２９の出力電圧Ｖｏを調整して、レーザ
ーダイオードＬＤのアノード側に出力電圧Ｖｏを印加するようにした。これにより、レー
ザーダイオードＬＤの温度特性にも対応した、適切な出力電圧Ｖｏでレーザーダイオード
ＬＤに電力を供給することが可能となり、結果として、プロジェクション装置の省電力化
を実現することが可能となる。
【０１２６】
　すなわち、図１５で示されるように、時刻ｔａにおける温度低下に伴って、レーザーダ
イオードＬＤの電圧降下が大きくなり、レーザーダイオードＬＤのカソード側の電圧Ｖｃ
が低下するようなことがあっても、発光量に対応する電圧Ｖｃを一定に保つように、出力
電圧Ｖｏを上昇させるようにフィードバック制御しながら電源２９の出力電圧Ｖｏを調整
して出力させることが可能となるので、レーザー発光量をレーザーダイオードＬＤの温度
特性に左右されることなく適切な出力電圧ＶｏでレーザーダイオードＬＤに電力を供給す
ることが可能となり、さらに、省電力化を実現することが可能となる。
【０１２７】
　尚、図１５においては、縦軸には、上からレーザー発光量、出力電圧Ｖｏ、およびレー
ザーダイオードＬＤのカソード側電圧Ｖｃがそれぞれ示されており、横軸には時間が示さ
れている。また、時刻ｔａ以前においては、レーザーダイオードＬＤが高温状態であるこ
とが示されており、時刻ｔａ以降においては低温状態であることが示されている。すなわ
ち、時刻ｔａにおいて、カソード側電圧Ｖｃが低下したため、ピーク発光量に必要とされ
るように、時刻ｔａ乃至ｔｂにおいて、電源２９が出力電圧Ｖｏを上昇させて電力を供給
しており、これによりレーザーダイオードＬＤのレーザー発光量が一定に維持されている
ことが示されている。
【０１２８】
　また、図５の電源管理機構におけるキャリブレーション処理を、所定時間間隔で実行す
るようにし、直近のキャリブレーション結果を利用して、出力電圧制御処理を実現するよ
うにしても良い。
【０１２９】
　さらに、光源となるレーザーダイオードＬＤの消費電力を低減することが可能となるの
で、発熱量も低減することができ、放熱のためのファンなどを設ける必要がなくなるので
、ファンなどの構成が不要となり、低電力化と共に、装置の小型化を実現することが可能
となる。
【０１３０】
＜３．第３の実施の形態＞
＜電源の省電力化を実現する電源制御機構のさらにその他の構成例＞
　以上においては、レーザーダイオードＬＤのカソード側の電圧Ｖｃに対応づけて発光量
を測定するキャリブレーション処理を所定時間間隔で繰り返し実行し、直近のキャリブレ
ーション結果を利用して、必要なピーク発光量に対応する電圧Ｖｃとなるように出力電圧
Ｖｏをフィードバック制御するようにした例について説明してきたが、例えば、出力電圧
Ｖｏと、レーザーダイオードＬＤの実際の発光量との関係を記憶して、ピーク発光量に対
して必要とされる出力電圧Ｖｏを記憶した出力電圧Ｖｏと、実際に測定された発光量との
関係から推定し、推定した出力電圧Ｖｏとなるように制御することで、温度特性に対応し
つつ、省電力化するようにしてもよい。
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【０１３１】
　図１６は、出力電圧Ｖｏと、レーザーダイオードＬＤの実際の発光量との関係を記憶し
て、ピーク発光量に対して必要とされる出力電圧Ｖｏを記憶した出力電圧Ｖｏと、実際に
測定された発光量との関係から推定し、推定した出力電圧Ｖｏとなるように電源２９を制
御する電源制御機構の機能を説明する。尚、図５の電源制御機構における構成と同一の機
能を備えた構成については、同一の名称、および同一の符号を付すものとし、適宜、その
説明を省略するものとする。
【０１３２】
　すなわち、図１６の電源制御機構において、図５の電源制御機構における構成と異なる
のは、コントローラ２１の電源管理部５１に代えて、電源管理部１０１を設けた点である
。電源管理部１０１は、記憶部１０１ａ、および推定部１０１ｂを備えており、電源２９
を制御した出力電圧Ｖｏと、そのときにパワーモニタ３０を制御して、パワーモニタ部５
２が取得した実際のレーザーダイオードＬＤの発光量とを対応づけて記憶させる。そして
、電源管理部１０１は、推定部１０１ｂを制御して、記憶部１０１ａに記憶されている、
出力電圧Ｖｏと、実際のレーザーダイオードＬＤの発光量との関係、並びに、キャリブレ
ーション部５３に記憶されているキャリブレーション結果に基づいて、次のフレームにお
けるピーク発光量に対して適切な出力電圧Ｖｏを推定させ、推定された出力電圧Ｖｏとな
るように電源２９を制御する。
【０１３３】
＜図１６の電源制御機構による出力電圧制御処理＞
　次に、図１７のフローチャートを参照して、図１６の電源制御機構によるキャリブレー
ション処理について説明する。尚、図１７のフローチャートにおけるステップＳ１０１乃
至Ｓ１０３、およびＳ１０７の処理は、図８のフローチャートにおけるステップＳ３１乃
至Ｓ３３、およびＳ３６の処理と同様であるので、その説明は適宜省略するものとする。
【０１３４】
　ステップＳ１０１乃至Ｓ１０３の処理により、コントローラ２１の電源管理部１０１に
より、画像の表示が開始されたと判定され、表示する画像信号のうち、次に表示すべき１
フレーム分の画像信号を読み出され、読み出した、次に表示すべき１フレーム分の画像信
号のうち、最高の発光量となるピーク発光量を読み出されると、処理は、ステップＳ１０
４に進む。
【０１３５】
　ステップＳ１０４において、電源管理部１０１は、推定部１０１ｂを制御して、記憶部
１０１ａに記憶されている、過去の出力電圧Ｖｏと対応づけて記憶されている、実際のレ
ーザーダイオードＬＤの発光量との関係の情報、並びに、キャリブレーション部５３に記
憶されたキャリブレーション結果に基づいて、次に表示すべき１フレーム分の画像信号の
ピーク発光量に対応する出力電圧Ｖｏを推定させる。より詳細には、例えば、推定部１０
１ｂは、記憶部１０１ａに記憶されている情報が十分な個数ではない場合、キャリブレー
ション結果をそのまま使用して、次に表示すべき１フレーム分の画像信号のピーク発光量
に対応する出力電圧Ｖｏを推定する。また、推定部１０１ｂは、記憶部１０１ａに記憶さ
れている情報が十分な個数となった場合、記憶部１０１ａに記憶されている情報およびキ
ャリブレーション結果のうち、次に表示すべき１フレーム分の画像信号のピーク発光量に
対応付けて記憶されている出力電圧Ｖｏのうち、直近の数個の平均出力電圧を推定結果と
する。さらに、推定部１０１ｂは、キャリブレーション処理がなされたタイミングから十
分な時間が経過しているような場合、記憶部１０１ａに記憶されている情報およびキャリ
ブレーション結果のうち、次に表示すべき１フレーム分の画像信号のピーク発光量に対応
付けて記憶されている出力電圧Ｖｏのうち、直近の数個の平均出力電圧を推定結果とする
ようにしてもよい。
【０１３６】
　さらには、推定部１０１ｂは、記憶部１０１ａに記憶されている情報のみから、次に表
示すべき１フレーム分の画像信号のピーク発光量に対応付けて記憶されている出力電圧Ｖ



(27) JP 6083193 B2 2017.2.22

10

20

30

40

50

ｏのうち、直近の数個の平均出力電圧を推定結果とするようにしてもよい。
【０１３７】
　いずれにおいても、このような処理により、例えば、レーザーダイオードＬＤの温度が
変化することで、出力電圧Ｖｏに応じた発光量が変化しても、現在の状態に適した出力電
圧Ｖｏに補正して出力電圧Ｖｏを設定することが可能となる。
【０１３８】
　ステップＳ１０５において、電源管理部１０１は、電源２９を制御して、推定部１０１
ｂにより推定された出力電圧Ｖｏで、レーザーダイオードＬＤのアノードに電力を供給さ
せる。
【０１３９】
　ステップＳ１０６において、電源管理部１０１は、パワーモニタ部５２において、パワ
ーモニタ３０によりモニタ（測定）された発光量と、ステップＳ１０５の処理で電源２９
を制御した出力電圧Ｖｏとを対応付けて、記憶部１０１ａに記憶させる。
【０１４０】
　以上の処理により、レーザーダイオードＬＤの発光が継続されることにより、出力電圧
ＶｏとレーザーダイオードＬＤにおける発光量との関係が変動しても、直近の状態に基づ
いて、必要な発光量に対する適切な出力電圧Ｖｏが推定されて出力されることになるので
、不要な出力電圧を抑制しつつ、必要な発光量に対して、適切な出力電圧をレーザーダイ
オードに印加することが可能となり、結果として、プロジェクション装置の省電力化を実
現することが可能となる。
【０１４１】
　尚、以上においては、レーザーダイオードＬＤを利用したプロジェクション装置の例に
ついて説明してきたが、発光部を備えた画像出力装置における、発光部への電力を供給す
る電源からの出力を制御するものであれば適用することが可能である。
【０１４２】
　以上の如く、本技術によれば、レーザーダイオードなどの発光部を備えた、プロジェク
ション装置に代表される画像出力装置の消費電力を省電力化することが可能となる。
【０１４３】
　ところで、上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるが、ソ
フトウェアにより実行させることもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行させる
場合には、そのソフトウェアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれ
ているコンピュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能
を実行することが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、記録媒体からイ
ンストールされる。
【０１４４】
　図１６は、汎用のパーソナルコンピュータの構成例を示している。このパーソナルコン
ピュータは、CPU(Central Processing Unit)１００１を内蔵している。CPU１００１には
バス１００４を介して、入出力インタ-フェイス１００５が接続されている。バス１００
４には、ROM(Read Only Memory)１００２およびRAM(Random Access Memory)１００３が接
続されている。
【０１４５】
　入出力インタ-フェイス１００５には、ユーザが操作コマンドを入力するキーボード、
マウスなどの入力デバイスよりなる入力部１００６、処理操作画面や処理結果の画像を表
示デバイスに出力する出力部１００７、プログラムや各種データを格納するハードディス
クドライブなどよりなる記憶部１００８、LAN（Local Area Network）アダプタなどより
なり、インターネットに代表されるネットワークを介した通信処理を実行する通信部１０
０９が接続されている。また、磁気ディスク（フレキシブルディスクを含む）、光ディス
ク（CD-ROM(Compact Disc-Read Only Memory)、DVD(Digital Versatile Disc)を含む）、
光磁気ディスク（ＭＤ(Mini Disc)を含む）、もしくは半導体メモリなどのリムーバブル
メディア１０１１に対してデータを読み書きするドライブ１０１０が接続されている。
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【０１４６】
　CPU１００１は、ROM１００２に記憶されているプログラム、または磁気ディスク、光デ
ィスク、光磁気ディスク、もしくは半導体メモリ等のリムーバブルメディア１０１１から
読み出されて記憶部１００８にインストールされ、記憶部１００８からRAM１００３にロ
ードされたプログラムに従って各種の処理を実行する。RAM１００３にはまた、CPU１００
１が各種の処理を実行する上において必要なデータなども適宜記憶される。
【０１４７】
　以上のように構成されるコンピュータでは、CPU１００１が、例えば、記憶部１００８
に記憶されているプログラムを、入出力インタフェース１００５及びバス１００４を介し
て、RAM１００３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【０１４８】
　コンピュータ（CPU１００１）が実行するプログラムは、例えば、パッケージメディア
等としてのリムーバブルメディア１０１１に記録して提供することができる。また、プロ
グラムは、ローカルエリアネットワーク、インターネット、デジタル衛星放送といった、
有線または無線の伝送媒体を介して提供することができる。
【０１４９】
　コンピュータでは、プログラムは、リムーバブルメディア１０１１をドライブ１０１０
に装着することにより、入出力インタフェース１００５を介して、記憶部１００８にイン
ストールすることができる。また、プログラムは、有線または無線の伝送媒体を介して、
通信部１００９で受信し、記憶部１００８にインストールすることができる。その他、プ
ログラムは、ROM１００２や記憶部１００８に、あらかじめインストールしておくことが
できる。
【０１５０】
　なお、コンピュータが実行するプログラムは、本明細書で説明する順序に沿って時系列
に処理が行われるプログラムであっても良いし、並列に、あるいは呼び出しが行われたと
き等の必要なタイミングで処理が行われるプログラムであっても良い。
【０１５１】
　また、本明細書において、システムとは、複数の構成要素（装置、モジュール（部品）
等）の集合を意味し、すべての構成要素が同一筐体中にあるか否かは問わない。したがっ
て、別個の筐体に収納され、ネットワークを介して接続されている複数の装置、及び、１
つの筐体の中に複数のモジュールが収納されている１つの装置は、いずれも、システムで
ある。
【０１５２】
　なお、本技術の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本技術
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０１５３】
　例えば、本技術は、１つの機能をネットワークを介して複数の装置で分担、共同して処
理するクラウドコンピューティングの構成をとることができる。
【０１５４】
　また、上述のフローチャートで説明した各ステップは、１つの装置で実行する他、複数
の装置で分担して実行することができる。
【０１５５】
　さらに、１つのステップに複数の処理が含まれる場合には、その１つのステップに含ま
れる複数の処理は、１つの装置で実行する他、複数の装置で分担して実行することができ
る。
【符号の説明】
【０１５７】
　１１　プロジェクタ装置，　２１　コントローラ，　２２　レーザードライバ，　２４
，２４Ｒ，２４Ｇ，２４Ｂ　レーザー，　２９　電源，　３０　パワーモニタ，　５１　
電源管理部，　５２　ワーモニタ部，　５３　キャリブレーション部，　８１　電源管理
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部，　８２　キャリブレーション部，　８３　Ｖｃモニタ部，１０１　電源管理部，　１
０１ａ　記憶部，　１０１ｂ　推定部
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